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1. 保育所等における給食の手引き（令和6年3月一部改訂）

R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター

＜改訂の概要＞

◆日本人の食事摂取基準2020年版
〇児童福祉施設における「食事摂取基準」を活用した食事計画について

（R2年３月＿厚生労働省通知）

◆保育所等におけるアレルギー対応ガイドライン（2019年改訂版）

◆食品衛生法の改正（令和3年6月）

◆各種参考通知、ガイドライン等のQRコードを追加
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◆日本人の食事摂取基準2020年版

（３）子どもの健康状態及び栄養状態に応じて、必要な栄養素について考慮すること。子どもの健康状態及び栄養状態
に特に問題がないと判断される場合であっても、基本的にエネルギー、たんぱく質、脂質、ビタミンＡ、ビタミンＢ１、ビタミン
Ｂ２、ビタミンＣ、カルシウム、鉄、ナトリウム（食塩）、カリウム及び食物繊維について考慮するのが望ましい。

〇児童福祉施設における「食事摂取基準」を活用した食事計画について（R2年３月＿厚生労働省通知）

R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター1. 保育所等における給食の手引き（令和6年3月一部改訂）
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１）給食管理体制の整備

•給食の運営方針、目標を設定する
•業務分担を明確にし、連携体制をつくる
•評価体制の整備

【関係帳票の例】
□組織図または組織表 □給食関係会議議事録
□委託契約書（委託の場合）

２）健康・栄養アセスメント・栄養計画

•利用者の把握（子どもたちをアセスメント）
•給与栄養目標量の設定
●保育所等での給与栄養目標量を設定
●一人一人に適切な食事の提供
⑥ 献立作成基準（食品構成基準）の作成

【関係帳票の例】
□性・年齢構成表（喫食者の人員構成表）
□給与栄養目標量 □荷重平均成分表
□献立作成基準（食品構成基準）

３）食事計画

⑦ 予定献立の作成
⑧ 予定給与栄養量の算出と確認
⑨ 利用者への事前提示と栄養情報の提供

【関係帳票の例】
□予定献立表

家庭との連携情報の共有

●栄養管理業務のながれ（参考）

４）実施

⑩ 予定献立どおりの調理、品質管理
⑪ 食事の提供
⑫ 実施献立表

【関係帳票の例】
□発注書 □納品書 □作業工程表 □衛生点検記録
□実施献立法表 □食数管理表 □検食簿

5）評価・改善

⑬ 喫食量、残食量の把握
⑭ 推定栄養摂取量（実給与栄養量）の算出・確認
⑮ 栄養計画・食事計画の見直し
⑯ 肥満およびやせに該当する割合

【関係帳票の例】
□給与栄養量表（栄養月報） □給与食品検討表
□喫食調査表 □喫食調査結果 □残食調査表

給食会議等で情報の共有
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◆保育所等におけるアレルギー対応ガイドライン（2019年改訂版）

1. 保育所等における給食の手引き（令和6年3月一部改訂）P18 R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター
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◆食品衛生法の改正（令和3年6月）

1. 保育所等における給食の手引き（令和6年3月一部改訂）P19 R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター

○食品の作り方に注目した衛生管理の方法

○安全な食品を作るには、どの工程が重要で、
そのように管理すればよいか、あらかじめ考えて
衛生管理計画を立てること

○計画は、科学的根拠によるものであること
例）加熱の目安 中心温度75℃ 1分以上

○計画通り、実行し、記録をつけること

ＨＡＣＣＰ（ハサップ）とは？

HACCP_shohisha_ol_20160425 (mhlw.go.jp)
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◆食品衛生法の改正（令和3年6月）

1. 保育所等における給食の手引き（令和6年3月一部改訂）P18 R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター

給食施設のHACCP（ハサップ）の取り扱い

既に、「大量調施設理衛生管理マニュアル」（平成9年3月24日付け衛食第85号別添）

に従って衛生管理を実施している場合は、新たな対応は生じない。

これまで、「大量調理施設衛生管理マニュアル」を活用していない中小規模等の集団給食施設に
おいては、厚生労働省の活用した小規模な一般飲食店向けや旅館・ホテル向け手引書等を参考に
して衛生管理を実施することも可能。

令和2年8月5日付薬生食監発0805第3号「食品衛生法等の一部改正する法律の施行に伴う集団給食施設の取り扱いについて」参照

厚生労働省HP
「HACCPの考えを取
り入れた衛生管理」

「HACCPの考えを取
り入れた食品衛生の手
引き（飲食店編）」

厚生労働省

HACCPの考え方を取り入れ
た衛生管理のための手引書
～委託給食事業者～

大量調理施設衛生管理
マニュアル 7



◆各種参考通知、ガイドライン等のQRコードを追加

1. 保育所等における給食の手引き（令和6年3月一部改訂） R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター

P23

「教育保育施設等における事故防止
及び事故発生時の対応ガイドライン
~施設・事業者向~」

誤嚥・窒息につながりやすい食べ物
の調理について確認を（P13～）

「乳幼児食事相談の主訴別支援策
チャート」（奈良県栄養士会）
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２．奈良っ子はぐくみワークブック 「ひとたね」

R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター

■奈良っ子はぐくみ条例、基本方針等に掲げた目標や考え方をエッセンスとして構成

■基本方針における奈良っ子はぐくみプロジェクト重点テーマの「自然保育」「食育」に、なら歴史芸術文化村で実践している
「アートプログラム（芸術）」を加えた３テーマを取り上げ、「はぐくみのツール」として作成

■日々の保育の場で「はぐくみ」を実践するヒントとなるワークブック

奈良っ子はぐくみワークブック「ひとたね」

固定観念を見つめなおすSTEP1

保育の可能性を探究するSTEP2

新たな視点に出合うSTEP3

さまざまな
アプローチで
はぐくみを実践する

STEP4
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就学前の子どものはぐくみを推進するため、「自然保育」「食育」「芸術」をテーマに、

保育の実践に役立つ「奈良っ子はぐくみワークブック『ひとたね』」を制作しました。

あなたの保育がはじまりの「ひとたね」になる。

「ひとたね」のコンセプト動画もあるよ！「ひとたね」のデータはこちら

はぐくみの実践に取り組む２園をご紹介

４つのstepで構成。
ぜひ本書で新たな視点に出合ってください。

実践に役立つワークシートも掲載。

各テーマに関連する日々の子どもの姿からの見取りや、個々の子どもの特性についての考え方、子ども

たちの様子に合わせた環境や道具の選び方のヒントなどを、具体的な例を示しながら紹介します。

奈良文化幼稚園
(幼稚園型認定こども園)

森のようちえんウィズ・ナチュラ
(認可外保育施設)
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３．第４期奈良県食育推進計画

R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター

基本理念 「食」を通して健全な心身を培い、豊かな人間性を育む

県民の食育への関心や認知度が高まり、地域での食育活動に取り組む団体と行政との連携が進み、すべての市町村で食育推進計画が策定され
ました。
その一方で、食生活の乱れや偏食による生活習慣病の増加、ライフスタイルの変化に伴う孤食化など、食に関わる様々な課題が指摘されており、
さらには食品ロスの削減や地場産物の活用による環境負荷の低減など、時代の要請に応じた取り組みが求められています。
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３．第４期奈良県食育推進計画

R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター

令和６年度～１１年度（６年間）

○ 食育基本法第１７条第１項に規定する都道府県食育推進計画
○ 「なら健康長寿基本計画」を上位計画とし、関連する諸計画と整合性を図
り推進

計画の位置づけ

計画期間

「食」を通して健全な心身を培い、豊かな人間性を育む

すべての県民が、生涯にわたって様々な経験を通じて「食」に関心を持ち「食」の
安全性や栄養、食文化などの「食」に関する知識を身につけ、健全な心身を培うた
めの「食」を選択する力を養うとともに、「食」に対する感謝の気持ちや「食」を大
切にする心を持った豊かな人間性を育む。

基本理念

１．生活習慣病の発症と重症化予防

５．健康な食生活の定着と実践

Ⅲ 奈良の食の魅力向上
のための食育

Ⅰ 健康寿命の延伸に
むけた食育

Ⅱ 次世代の健全な食習
慣形成のための食育

Ⅳ 食を支える環境づくり

４．健やかな発育、基本的な生活習慣
の形成

２．高齢者の健康づくり

３．自然に健康になれる食環境づくり

６．奈良の食の理解と実践

７．食育推進のための体制整備

８．社会情勢の変化に対応した食育

〇 県民が健康的な食習慣を習得し、実践できる

〇 子どもが「食」と「健康」に関心をもち、健康的な食生活を実践できる

〇 県民が県産農畜水産物に関心をもち、消費拡大が進む

〇 県民が「食」や「食の安全」に関する知識と理解を深め、自らの食生活を適

切に判断、選択できる

基本方針

施策体系

目指す姿

施 策

計画の推進体制

健康・教育・農業・環境・文化など、取り組むべき分野が広く、関係部局、関係

機関・団体も多岐にわたるため、計画の趣旨や理念、施策の方針等を多くの
方々と共有し、一体となって推進

○ 施策に定量的な目標値を設定し、毎年、進捗を評価
○ 奈良県食育推進会議において進捗管理を行い、効果的な施策を推進

計画の進捗管理
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第３期奈良県食育推進計画 基本方針ごとの評価

健康づくりを推進するための食育基本方針１

項目 目標値 策定時 直近値 評価

1-1 減塩を目的とした事業に取り組む市町村数 39市町村 34市町村 39市町村 Ａ

1-2
野菜摂取量増加を目的とした事業に取り組む市町村
数

39市町村 29市町村 39市町村 Ａ

1-3
主食・主菜・副菜を組み合わせた食事を１日２回以上
ほぼ毎日食べている人の割合

70%以上 47.6% 45.8% C

1-4
肥満者(BMI25以上)の割合
（20～60歳代・男性/40～60歳代・女性）

男性26.0%
女性14.0%

男性30.1%
女性18.2%

男性34.4%
女性17.0%

D
C

1-5 糖尿病有病者の割合（50歳代） 現状維持 男性8.2%
女性3.1%

男性10.2%
女性 3.0%

D
Ａ

1-6 血圧要治療者の割合（50歳代）
男性23.2%
女性14.6%

男性25.8%
女性16.2%

男性27.8%
女性15.0%

D
B

1-7
生活習慣病のリスクを高める飲酒をしている人の割
合

男性9.5%
女性4.9%

男性10.5%
女性 6.8%

男性11.5%
女性 5.5%

D
B

1-8
低 栄 養 傾 向 （ BMI 20 以 下 ） の 高 齢 者 の
割合

21.2% 22.0% 21.2% Ａ

1-9 5歳児の肥満傾向児の割合 減少
男子2.09%
女子1.04%

男子2.95%
女子2.26%

D
D

1-10 妊婦に対する歯科口腔保健指導等の実施市町村数 36市町村 32市町村 3１市町村 D
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第３期奈良県食育推進計画 基本方針ごとの評価

基本方針２

項目 目標値 策定時 直近値 評価

２-1 食を通した保護者への支援ができていると回答す
る保育所等の割合

増加 67.0% 66.4% Ｃ

２-2 「食育推進委員会」の開催率 増加
小 81.5%
中 88.6%
高 77.1%

小 75.1%
中 71.6%
高 86.8%

D
D
A

２-3 朝食を毎日食べていないと回答する児童・生徒の割
合

減少

小５男子0.9%
小５女子0.6%
中２男子1.7%
中２女子1.4%

小５男子1.5%
小５女子1.1%
中２男子3.0%
中２女子2.4%

D
D
D
D

２-4 学校給食1食あたりの野菜使用量 増加 小 97g
中 118g

小 91.5g
中 113.1g

D
C

２-5 学校給食において地場産物及び県内製造品を活用
している割合

増加 19.0% 29.5% Ａ

次世代の健全な食習慣形成のための食育
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⑧食を通した保護者への支援がされているか

H29 H30 R1 R2 R3 R4

1.よくできている 36 32 53 51 54 43

2.できている 118 122 118 118 117 133
3.少しできている 64 52 64 68 65 68
4.あまりできていない 9 8 12 15 16 15
5.できていない 2 0 0 2 3 5
6.回答なし 1 0 0 2 1 1

230 214 247 256 256 265

15.7%

15.0%

21.5%

19.9%

21.1%

16.2%

51.3%

57.0%

47.8%

46.1%

45.7%

50.2%

27.8%

24.3%

25.9%

26.6%

25.4%

25.7%

3.9%

3.7%

4.9%

5.9%

6.3%

5.7%

0.9%

0.8%

1.2%

1.9%

0.4%

0.8%

0.4%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

H29

H30

R1

R2

R3

R4

1.よくできている 2.できている 3.少しできている

4.あまりできていない 5.できていない 6.回答なし

n=265

n=256

n=256

n=247

n=214

n=230

令和4年度保育所等における給食及び食育に関する調査結果（令和5年7月）

66.4%
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計画書P3１

⑦保育所・幼稚園等における食育の推進

乳幼児期から発育・発達段階に応じて健全な食生活を実践し、望まし
い食習慣を定着させるとともに、豊かな食体験を積み重ねていくこと
ができるよう、保育所、認定こども園、幼稚園等においては、食育の
計画を作成し、園長、保育士・幼稚園教諭・保育教諭、栄養士、調理
員等が協力し、家庭や地域と連携しながら組織的・計画的・継続的に
食育を推進します。
また、保育所、認定こども園等の給食施設においては、子どもたちの
身体状況を把握し適切な栄養管理に基づいた食事の提供の他、友だち
等と一緒に食べる喜びや楽しさ、食材への理解、社会性やマナーの獲
得等の取組や、県産農産物の利用や郷土料理の提供等を推進します。
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計画書P3１
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保育士 看護師 栄養士
調理従事者

こどもの発育・発達に応じた食事の提供、食支援

・友達と一緒に食べると楽しい
・友達が食べているから、

苦手なものも食べてみよう

●こどもが「食」と「健康」に関心をもち、健康的な食生活を実践

安心・安全に食べることができる環境

ワンチームでこどもの食をはぐくむ

R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター
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奈良っ子はぐくみワークブック 「ひとたね」P44
20

悩みはチームで
相談し、
いろんな視点か
ら、こどもの育
ちに
あわせた支援を
探ろう

R6.07.02 令和6年度児童福祉施設給食関係者研修会@奈良県社会福祉総合センター


